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1.古墳時代の副葬品 

 副葬品とは？…被葬者の遺骸に副えて置く道具類。 

 副葬品の変化 

・古墳時代前期：青銅鏡、腕飾り形の石製品、玉類、鏃(銅、鉄)など 

→「鏡」を重視 

→三角縁神獣鏡などを介した繋がり 

→ヤマト政権による配布 

・古墳時代中期：甲冑(短甲や冑)、刀剣、鉄鏃、馬具、装身具など 

        →武器・武具が増加 

        →中期後半になると、帯や冠などの装身具が増加 

・古墳時代後期：装身具、刀剣、玉類、馬具、甲冑、須恵器など 

        →装飾付大刀の副葬が増加 

        →耳環や冠、帯など様々な装身具 

        →金銅装の道具 

        →終末期になると、銅鋺など仏教系の道具 

 

2.副葬された大刀 

 ①古墳時代の刀剣類 

  ・刀子、大刀(直刀)、蕨手刀、剣 

   →象嵌 

→装飾付大刀 

 

 ②装飾付大刀とは？ 

  ・金・銀・銅などで装飾を加えた大刀を指す。 

  ・4～5 世紀に舶来品が受容され、6 世紀～7 世紀初頭に盛行。 

  ・身分を表す道具、特定の氏族や役職と関係が深い道具と指摘される。 

  ・様々な種類の装飾付大刀がある 

   →三累環頭大刀、単龍・単鳳環頭大刀、双龍・双鳳環頭大刀、獅噛文環

頭大刀、素環頭大刀、三葉環頭大刀 

   →頭椎大刀、圭頭大刀、円頭大刀、方頭大刀、鶏冠頭大刀 

   →捩じり環頭大刀、楔形大刀 

 



 ③単龍鳳・双龍環頭とは？ 

  ・装飾付大刀の中でも、大刀の柄頭部分に環状の飾りを付け、その環の中

に龍や鳳凰を施した大刀。柄頭部分だけではなく、鞘部全体にも装飾が

施される。意匠ごとに配布の様相や出土数が異なることから、使い分け

がされていたと考えられる。 

  ・受容当初は朝鮮半島からの舶来品が中心だったが、比較的早い段階で、

日本国内での製作が開始したと指摘されている(持田 2006)。 

  ・意匠ごとに型式が組まれており(大谷 2006他)、同一型式や同笵品の刀

が東日本と西日本の距離の離れた場所から出土することから、限られた

工房で製作され配布されたと指摘されている(穴沢 1979)。なお両者の中

間地点であり製作・配布をすることができる規模の集団ということで、

配布には畿内の政権や特定の氏族が関係していると考えられている(穴

沢 1979,1986)。 

 

①単龍・単鳳環頭 

   ・単龍環頭大刀：6 世紀中ごろから 6 世紀末まで確認される。単鳳よりも

数は少ないが、全国各地で出土している。同笵品は少ない。百済武

寧王陵出土の単龍環頭が、日本で出土する単龍の祖型とされる。 

   ・単鳳環頭大刀：単龍環頭と同時期に確認される。量産化されており、

同笵資料も多く、全国的に配布される(新納 1983)。 

  ②双龍環頭 

6世紀前半に舶来品がもたらされ、一度確認されなくなり、560年

前後から 7世紀まで見られる(時期：松尾 2001)。6世紀後半以降は、

国内で量産化される。東海地方では、TK209型式併行期以降、それまで

装飾付大刀があまり見られない地域から出土するという特徴が指摘さ

れている(岩原 1998)。双鳳環頭大刀も存在する。 

 

3.古墳時代の神奈川 

 ①古墳時代の神奈川 

・6世紀末頃の神奈川は… 

 →現在の川崎市全域・横浜市の一部⇒武蔵国造 

 →上記以外の範囲⇒師長国造、相武国造、鎌倉別(平塚市博物館 2001) 

 

 ②当時の状況 

  ・装飾付大刀の分布状況 

   →単龍・単鳳環頭大刀の分布状況 

    ⇒単龍＋単鳳、単龍＋双龍 

   →双龍環頭大刀の分布状況 



   →その他の分布状況 

    ⇒単龍・単鳳が足柄平野周辺で出土…師長国造との関係 

    ⇒単龍・双龍が三ノ宮・比々多周辺(現・伊勢原市)で出土…相武国造 

との関係。意匠の組み合わせが異なり、師長国造との区別化か。 

    ⇒装飾付大刀の様相が異なる…鎌倉別。 

 

  ・古代へつながる古墳時代終末期の状況 

 

4.最後に 

  ・大刀からみた神奈川の古墳時代について 

 

【用語集】 

・威信材…所持者の権威や身分を示す道具。 

・同笵品…同じ型を用いて製作された道具。 

・金銅装…銅に金箔や鍍金技法を用いて金メッキしたもの。 

・様々な種類の装飾付大刀…柄頭部分に装飾が施され、その形状の違いにより種類分けさ

れている。 

・環頭大刀…外来系の大刀。柄頭に環状の飾りが施される。 

・捩じり環頭大刀、楔形大刀…倭系の大刀。朝鮮半島からもたらされた装飾付大刀の影響

を受け、装飾を施すようになった。大刀型の埴輪としても確認されている。 

・象嵌…地の部分に彫り込みを入れ、金や銀で文字や文様を施す、金工細工の一つ。刀の

鍔や円頭柄頭、鎺部分に施されることが多い。 
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【図版】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1 装飾付大刀各部名称 

（かみつけの里博物館 2019） 

図 2 装飾付大刀の変遷 

（松尾充晶 2003） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 ①塚田 2号墳出土単鳳環頭 

（穴沢咊光・馬目順一・中山清隆 1979） 

図 6 ④御領原古墳出土双龍環頭 

（穴沢咊光・馬目順一・中山清隆 1979） 

図 5 ③栗原古墳出土単龍環頭 

（穴沢咊光・馬目順一・中山清隆 1979） 

図 7 ⑤海老名本郷出土単鳳環頭

（穴沢咊光・馬目順一 1988） 

図 4 ②黄金塚古墳出土単龍

環頭（平塚市博物館 2001） 

図 8 ⑥川名新林右 2号墳出土単鳳環頭 

（穴沢咊光・馬目順一・中山清隆 1979） 

① 

② 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 

図 9 県内龍鳳環頭大刀出土地点 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 単龍鳳環頭の編年（大谷晃二 2006） 

図 12 双龍環頭大刀内向・外向分布図（豊島

直博 2017） 

図 11 単龍鳳環頭大刀分布図（新納泉 1983） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 龍鳳環頭大刀の製作年代(松尾充晶 2001) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 編年一部追記（編年：大谷晃二 2006） 

図 15 芝草を加えた単龍環頭系列 

(穴沢咊光・馬目順一 1986) 


